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2.仕

2-1主 要 寸

様

法 (単位 mm)

称 呼 130 115

能力、容量

コラム表面から主軸中心線までの距離

主 軸 か ら ベ ー ス 面 ま で の 距 離

穴 あ け能 力 S45C(F C25)の とき

ネ ジ立 能 力 S45c(F C25)の とき

中 グ リ能 力 S45c(F C25)の とき

)― マ能 力 S45c(F C25)の とき

コラム、アース

コ ラ ム の 直 径

主 軸 の 左 右 移 動 距 離

ア ー ム の 上 下 移 動 距 離

290-1,300 290 1501

4ユ0-1,320

40(50)

M30(M36)
120(120)

40(40)

1 010

|

320

620

860

|

主

直

穴

回

回

上

送

送

軸

径 (下 軸 受 部)

の テ ー パ ー

転 変 換 数

転  数  4P60H z r,p.m

下 移 動 距 離

り 量 変 換 数

り  量       mm/rev

65

MT No.4
12

40. 60` 90。  135。  200. 240. 300

360.540.800.1,200. 1,800

300

9

0.05, 0.08. 0.11. 0.15. 0,25

0,34. 0,46. 0,74. 1,00

ベ ー ス

大 き さ (高 さ X tt X長 さ)

作 業 面 の 大 き さ (幅 文 長 さ)

190× 900× 2,050 190× 860 x l,900

750)(1,200 705 x l,100

2.2k帝 4P

1.lkw  cP
O.4kw   4P

2,720

1,300× 2,500 1,200》(2,300

3,200 3,000

電 動 機

主    軸    用

上    下    用

ク  ラ ン プ  用

機械の高さ

所 要 床 面 積 (幅 X長 さ)

正 味 重 量
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―
、

、
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300540 360

60

800

135 90 40

250450 300665

3375 50

1 800

240

200

1,500

1,200

165

1,000

200

110

6 0 Hz

5 0 Hz

主 軸 速 度 (rpm)12変 換

(4Pモ ーター用)

6-4 送り速度及び運転

主軸前面上部にある送り速度変換 ツパー⑫を操作し9段 に変速されます。

表示送 り量に指示矢を合せることで所要送 り量が簡単に得られます。なお、中立

の位置にきた場合は、主軸の機械送 りが切れますので、後に述べる手動送りまた

は座ぐり作業のように微細送リハンドル〇を使用する際に使用 して下さい。

送 り量変換は運転中の方が容易に切換できます。

主 軸 送 り 量 (llⅡ
l1/rev)9変 換

0.05 0.08 0.11 0.15 0.25 0,34 0,46 0.74 1.00

この送 り量は主軸 1回転についての送 り量です。

6-5 主軸手動穴あけ

ドヅル、タップ切換ダイヤル⑮をドリル位置に切換えて (ネ ツ立て作業以外は必

らず ドリノレ位置に切換ておくよう注意して下さい。)主軸操作ンバー⑭を手前に

引くと自動送りになります。

押して真直ぐの位置にしますと手動送りになります。

1)送 り変換ンバー⑫を中立の位置に合せます。

2)自 動送り掛け外しンバー②を外しの位置に合せます。

3)主軸操作ツバー⑭を真直ぐの手動位置にて左回転させると主軸は下へ下りま

す。

4)穴あけ深さの深さ決めは、主軸操作ンパー⑫を操作してドッル先端が被加工

物に達した時、指示矢印⑩の「 を」印位置よ

り穴あけ深さだけス トツパージング④の目盛

(1自 盛=2mm)を所望値まで進ませ爪①を

噛合せてス
‐
トッパージングを固定しますも

主軸操作ンバー⑭ を操i作 して穴あけを始め

「 t」 印と自盛の「 0」 が一致した時所望の穴

あけ深さとなっております。

も
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付 図 -1仕 様 外 形 図
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付 図 2 基   礎   図
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